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今年度は、本校のことを外部の方に知ってもらうことを目指してい

ます。そのため、第１回の運営協議会では、本校の概要について 

「５０年の歴史」、「児童生徒の様子」「学習内容」「職員構成」等に

ついて、学校長が説明したあと、授業参観・施設見学等を行いまし

た。出席者からは、「きめ細かく、手厚い対応にびっくりしました。」

「知っているようで知らないことが多いです。」「知ることが理解に

つながります。」といった意見・感想が寄せられました。 

５月１５日（火）、南紀支援学校の学校運営協

議会設立会及び第１回協議会を開催しました。

今年度からすべての県立学校で「きのくにコミ

ュニティスクール」がスタートします。学校と

地域がパートナーとして連携・協働による取組

を進めていくことになります。今年度、本校の

学校運営協議会委員は、校長を含め６名が県教

育委員会から任命されました。設立会では、「コ

ミュニティスクール」について、学校長が資料

を用いて説明しました。その後、会長に植本恵

子氏（育宝会長）、副会長に土井健美氏（南紀

医療福祉センター・支援担当課長）を選出しま

した。 
スライドを使って本校の概要を説明。 

本校の児童生徒の中には「医療的ケア」を

必要とする生徒がいます。その人数は全校

児童生徒の約３分の１を占めています。授

業参観・施設見学の中で、「医療的ケア」の

実際の様子を少しの間ですが見学していた

だきました。子供たちが安全・安心に学校

生活を送れるように 

工夫している 

環境等につい 

ても見学して 

いただきました。 医療的ケアの様子を参観。 


